
１． 重要な会計方針

（１）消費税等の会計処理

２． 特定資産の増減額及びその残高

特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科 目 当期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

特定資産

　国際交流基金 2,092,342 18 0 2,092,360

　名簿作成積立資産 5,025,311 44 0 5,025,355

　特別事業準備資産 68,225,220 10,000,586 0 78,225,806

小　　　　計 75,342,873 10,000,648 0 85,343,521

合　　　　計 75,342,873 10,000,648 0 85,343,521

３． 特定資産の財源等の内訳

特定資産の財源等の内訳は、以下のとおりである。

(単位：円）

科目 当期末残高
(うち指定正味財産

からの充当額）
(うち一般正味財産

からの充当額）
(うち負債に対応す

る額）

特定資産

　国際交流基金 2,092,360 (0) (2,092,360）

　名簿作成積立資産 5,025,355 (0) （5,025,355） ―

　特別事業準備資産 78,225,806 (0) （78,225,806） ―

小　　　　計 85,343,521 (0) （85,343,521） ―

合　　　　計 85,343,521 (0) （85,343,521） ―

財務諸表に対する注記

　　　消費税等の会計処理は、税込方式によっている。


